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動画環境

➢ 推奨PC： 
59A：Windows 10 32 bit/64 bit、メモリ 2 GB以上(32 bit)/4 GB以上(64 bit)
59B：Windows 10 64 bit、メモリ 4 GB以上

➢ MS2840A本体ファームウェア：  ※MX284059A/59B利用時
59A：14.00.00以上
59B：21.02.00以上

パラメータ互換

➢ 59Aで保存したパラメータファイルを、59Bで読み込む場合：
・59Aにはなかったパラメータは、59Bの初期値に設定されます。
・59Aで変調方式を『Auto』に設定していたパラメータファイルは、59Bでは読み込めません。

設定・測定

➢ USBピークパワーセンサと連動
59A：59AからUSBピークパワーセンサを制御できません。別途測定した数値結果を手入力します。
59B：59BからUSBピークパワーセンサを制御して送信電力とパルス時間特性(パルス幅、繰返し周期、立上り/立下り時
間)を測定します。さらに数値結果から40dB帯域幅を計算して帯域外領域のマスク測定まで自動実行します。

➢ 注意：59BからUSBピークパワーセンサを制御する場合、USBピークパワーセンサ専用のアプリソフトを起動しないでください。

➢ USBピークパワーセンサ使用時の測定結果：
・テキスト表示のヘッダー情報に形名等表示されます。
・画面コピーのファイル名の末尾に“P*”と表示されます。(パルス幅、立上り時間、立下り時間)
・測定可能なパルス幅の最小値が拡張されます。

・トレースデータのcsvファイル名の末尾に"P"と表示されます。

➢ 変調方式：4択 → 3択
59A：『None』『Auto』『Non-FM Pulse Radar』『FM Pulse Radar』の4択でした。
59B：『Auto』がなくなり、『None』『Non-FM Pulse Radar』『FM Pulse Radar』の3択になりました。

➢ 40 dB帯域幅の計算方法の参照規格 → ITU-R SM.1541-6 新方式追加
59A：旧方式(equation 44、総務省告示 第1232号 2005年10月) のみ対応していました。
59B：新方式(equation 40、総務省告示 第67号 2019年6月)を追加しました。旧方式も選択できます。

➢ 結果：テキスト表示の数値結果部分に、選択された参照規格を表示します。(FM Pulse Radar測定時のみ)

➢ 帯域外領域マスク測定 → 判定規格ライン選択追加
59A：ITU-R準拠の規格線 のみ対応していました。
59B：『Japan MIC Std.(2005)』(日本国内法、無線設備規則 2005年相当)を追加しました。『ITU』も選択できます。

➢ 帯域外領域マスク測定 → ３分割掃引測定選択追加
59B： 判定規格が『ITU』の場合には、周波数範囲を3分割 (帯域外マスク下側・40 dB帯域幅・帯域外マスク上側) して
測定することで、キャリア除去フィルタを使用することなく十分なダイナミックレンジを得ることができます。

➢ 帯域外領域のStart/Stop周波数の設定追加
59B：『Japan MIC Std.(2005)』選択時には帯域外領域の周波数範囲を設定できます。

➢ スプリアス測定時のトレースポイント
59A：1001, 2001, 5001, 10001, 30001 から選択します。
59B：任意(1001～30001)に設定できます。

➢ スプリアス測定画面に相対マーカ表示を追加
59B：基準電力が 『 Peak of Seg#1 』の場合には、スプリアス測定画面上に、掃引区間内の最悪値を相対値で表示する
ことができます。

➢ 測定項目追加：59Bで『ドループ測定』を追加しました。

本資料ではパルスレーダ測定機能の 旧製品 MX284059A(以下 59A)と 新製品 MX284059B(以下 59B)の
違いを記載します。

パルスレーダ測定機能
MX284059AとMX284059Bの違い
シグナルアナライザ MS2840A

パルスレーダ測定機能 MX284059B

USBピークパワーセンサ MA24418A

Leaflet
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➢ USBピークパワーセンサと連動

59A：59AからUSBピークパワーセンサを制御できません。別途測定した数値結果を手入力します。
59B：59BからUSBピークパワーセンサを制御して送信電力とパルス時間特性(パルス幅、繰返し周期、立上り/立下り時
間)を測定します。さらに数値結果から40 dB帯域幅を計算して帯域外領域のマスク測定まで自動実行します。

メニューに『パワーセンサ』を追
加しました。

『パワーセンサの設定』では、
ポップアップメッセージの選択、
オフセット、立上り・立下り時間
の測定方法等を設定します。

DLLパスは変更しないでください。

カプラ

シグナルアナライザ MS2840A
パルスレーダ測定機能 MX284059B

一次レーダ
送信機器

USBピークパワーセンサ
MA24418A

制御PC

外部の制御PCから操作可能です。

制御PCがなくても、MS2840A内部の
MX284059Bからも制御可能です。 注意：59BからUSBピークパワーセンサを制御する場合、USBピーク

パワーセンサ専用のアプリソフトを起動しないでください。

USBピークパワーセンサで測定し
た項目には、右側に『(P)』を表示
します。

テキスト表示の数値結果

USBピークパワーセンサのメリット
パワー測定はもちろん、時間測定では下記の実力を備えています。

①サンプリング： 10 Gs/s(0.1 ns)
②立上り/立下り保証値： 5 ns

 短パルスのパワー測定可能
 オシロスコープ＋検波器の代用に！
 カプラでRF信号を分岐しておけば、測定時の接続変更の作業

カット

注意：

MS2840Aの時間分解能は『20 ns』です。

数ns～数十ns を評価する際には、USBピーク
パワーセンサと連動してご利用ください。

『測定方法』

 Auto(FAST)：スピード優先。
急峻ではないパルスを測定す
る際に推奨。

 Auto(SEARCH)：急峻なパル
ス測定に推奨。自動的に解析
時間を調整ながら測定。

 MANUAL：急峻なパルス測定
に推奨。解析時間を手動指定
して測定。※調整時間を省略



ANRITSU CORPORATION 3

➢ USBピークパワーセンサと連動 ・・続き

➢ USBピークパワーセンサ使用時の測定結果：
・テキスト表示のヘッダー情報に形名等表示されます。
・画面コピーのファイル名の末尾に"P*"と表示されます。(パルス幅、パルス周期、立上り時間、立下り時間)
・トレースデータのcsvファイル名の末尾に"P"と表示されます。

テキスト表示のヘッダー情報 画面コピーのファイル名

トレースデータのファイル名

➢ 変調方式：4択 → 3択

59A：『None』『Auto』『Non-FM Pulse Radar』『FM Pulse Radar』の4択でした。
59B：『Auto』がなくなり、『None』『Non-FM Pulse Radar』『FM Pulse Radar』の3択になりました。

注意：MX284059Aで保存したパラメータファイルを、MX284059Bで読み込む場合：
・MX284059Aで変調方式を『Auto』に設定していたパラメータは、MX284059Bでは読み込めません。
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➢ 40 dB帯域幅の計算方法の参照規格 → ITU-R SM.1541-6 新方式追加

59A：旧方式(equation 44、総務省告示 第1232号 2005年10月) のみ対応していました。
59B：新方式(equation 40、総務省告示 第67号 2019年6月)を追加しました。旧方式も選択できます。

『FM Pulse Radar』を
選択した場合に、参照
規格を選択できます。

『40 dB帯域幅』の設
定で参照規格を選択で
きます。

参照規格はITU-Rの新
旧2種類から選択でき
ます。

➢ 結果：テキスト表示の数値結果部分に、選択された参照規格を表示します。(FM Pulse Radar測定時のみ)

テキスト表示の数値結果

注意：

(40)が2019年6月、
(44)が2005年10月
です。
(40)の方が新しく、
(44)の方が古いので
ご注意ください。

(?) をクリックすると
参照規格の内容を確認
できます。
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➢ 帯域外領域マスク測定 →判定規格ライン選択追加

59A：ITU-R準拠の規格線 のみ対応していました。
59B：『Japan MIC Std.2005』(日本国内法、無線設備規則 2005年相当)を追加しました。『ITU』も選択できます。

『帯域外マスク』の設
定で判定規格を選択で
きます。

判定規格はITUと国内
法の2種類から選択で
きます。

(?) をクリックすると
ITUと国内法のマスクの
概要を確認できます。
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本機能は、判定規格を
ITUに設定した場合に
有効となります。

40 dB帯域幅帯域外マスク 下側 帯域外マスク 上側

➢ 帯域外領域マスク測定 → ３分割掃引測定選択追加

59B： 判定規格が『ITU』の場合には、周波数範囲を3分割 (帯域外マスク下側・40 dB帯域幅・帯域外マスク上側) して
測定することで、キャリア除去フィルタを使用することなく十分なダイナミックレンジを得ることができます。



ANRITSU CORPORATION 7

➢ 帯域外領域のStart/Stop周波数の設定追加

『Japan MIC Std.(2005)』選択時には帯域外領域の周波数範囲を設定できるように追加しました。

➢ スプリアス測定時のトレースポイント

59A：1001, 2001, 5001, 10001, 30001 から選択します。
59B：『 Manual』選択時には、任意(1001～30001)に設定できます。

『スプリアス』の設定
でトレースポイントを
選択できます。



ANRITSU CORPORATION 8

➢ 測定項目追加

59Bで『ドループ測定』を追加しました。

テキスト表示の数値結果

2024-4 MJM No. MS2840A_MX284059A_B-Leaflet-J-L-1-(2.00)

➢ スプリアス測定画面に相対マーカ表示を追加

59B：基準電力が 『 Peak of Seg#1 』の場合には、スプリアス測定画面上に、掃引区間内の最悪値を相対値で表示する
ことができます。

相対マーカ
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